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  源泉所得税の自動ダイレクト機能の利用再開         

Ｑ：源泉所得税の自動ダイレクト機能の利

用が再開されたそうですが、どのようになっ

たのですか？                                       

                                              

Ａ：次のようになりました。 

【解説】  

国税庁は、源泉所得税の自動ダイレクト機

能の利用を停止していた次の手続について、

令和６年９月24日(火)から利用を再開しまし

た。 

①非居住者・外国法人の所得についての所得

税徴収高計算書 

②利子等の所得税徴収高計算書 

利用に当たっては、次の点に注意が必要で

す。 

①口座引落日には源泉徴収の対象となる所得

を支払った月の「翌月10日※」が自動設定され

るようになります。 

※日曜日、祝日などの休日や土曜日の場合

には、その休日明けの日となります。 

②国内源泉所得の支払が国外で行われる場合

において、その支払者が国内に事業所等を有

するときなど、法定納期限が源泉徴収の対象

となる所得を支払った月の「翌月末日※」とな

る場合であっても、自動ダイレクトを利用す

ると、口座引落日には源泉徴収の対象となる

所得を支払った月の「翌月10日※」が自動設定

されてしまいます。 

誤って自動ダイレクトを利用した場合の操

作方法は「e-Taxホームぺージの『ダイレクト

納 付 』 に つ い て よ く あ る 質 問 」

(https://www.etax.nta.go.jp/toiawase/qa/

direct/56.htm)を参照してください。 
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